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預金の占有 
２０１６．０６．２４ 

ＬＥＣ東京リーガルマインド専任講師 武山茂樹 
 
１、刑法上の「占有」とは？ 

 
・窃盗罪においての「占有」 
＝物に対する事実上の支配 
 
・横領罪においての「占有」 
＝事実上または法律上の物に対する支配 
 
※なぜ横領罪だけ、占有の範囲が広がるのか？ 
 横領罪の保護法益は、委託信任関係に基づく財物の所有権 
→濫用のおそれのある支配力から、そのような所有権を保護する必要がある 
→従って、「占有」とは事実上または法律上の物に対する支配と解する。 
 
２、預金の占有が問題となる３パターン 

 

①委託された金銭を、自ら預金として保管している場合 
②他人をだまし、あるいは脅して不正に金銭を自分の口座に振り込ませた場合 
③誤振込と知りつつ預金を引き出した 
 
３、委託された金銭を、自ら預金として保管している場合（パターン１）の処理 

 

（１）３つの事例 

例１）ＡさんはＸ社の経理担当であったが、会社から預かった現金１００万円を自己名義

の口座に入金し保管していた。しかし、Ａさんは、現金１００万円を引き出し（この

時点では会社のために使うつもりだった）、自分の車の購入資金に充てた。 
例２）上記の事例で、Ａさんは、自分の車の購入資金に充てるため現金１００万円を引き

出したが、現金はそのまま保管している。 
例３）上記の事例で、Ａさんは、自分の車の購入資金に充てるため、１００万円を自己の

別の口座に送金した。 
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（２）預金の占有を認める意義 

 例１で、Ａさんに現金１００万円を横領した行為につき、業務上横領罪が成立する。 
しかし、例２、例３に横領罪が成立するか？ 
 仮に、Ａさんに「預金の占有」が認められないとすると、Ａさんは（横領の故意がある

ときに）現金を占有していないので、横領罪は認められない。せいぜい背任罪が成立する

に過ぎない。 
 しかし、預かった金銭を預金として保管し、引き出して金銭として費消した場合と、自

己の別の口座に送金した場合とで成立する犯罪が違うのは不都合。 
 また、横領罪の保護法益は、委託信任関係に基づく財物の所有権であるので、濫用のお

それのある支配力から、そのような所有権を保護する必要がある。従って、横領罪におけ

る「占有」とは事実上または法律上の物に対する支配と解する。そして、Ａは自己の口座

に金銭を有している以上、いつでも払い戻すことができる。 
 よって、Ａの預金に対する占有が認められ、Ａには、横領の故意をもって、預金を引き

出した時点で横領罪が成立する。 
 
４、他人をだまし、あるいは脅して不正に金銭を自分の口座に振り込ませた場合 

（パターン２）の処理 

 
（１）預金の占有を認める意義 

例１）Ａは、ＢをだましＡの口座に金１００万円を振り込ませ、その金員１００万円を引

き出した。 
 Ａの預金の占有を認めなければ、Ａに成立するのは２項詐欺。 
 しかし、自己の預金口座に金員を振り込ませるのは、預金口座からの払い戻しが容易な

点に鑑みると、実質的に見て相手方から現金の交付を受けるのと変わらない。 
 従って、ＡはＢから現金の交付を受けたといえ、Ａには１項詐欺罪が成立する。 
 
例２）上記のケースで、Ａの口座が凍結されてしまったため、Ａは金員を引き出すことが

できなかった。 
 現金の交付を受けたのと同視できない以上、財産上の利益の移転はなく、１項詐欺の未

遂が成立するに過ぎない。 
 
※第三者たる銀行に財物が移転したとして、既遂とみる余地もある。また、例１で２項詐

欺罪を振込の瞬間に成立させる構成もあり得、その場合は２項詐欺の既遂とみる余地もあ

る（自由に財物を処分できないから未遂説もありうる）。 
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（２）預金通帳の窃取の場合 

例３）Ａは、Ｘの預金通帳と印鑑を窃取し、Ｙ銀行の窓口から、金１００万円を引き出し

た。 
→Ａに対する通帳・印鑑の窃盗罪と、Ｙに対する詐欺罪が成立する。 
 なぜＡには、預金の占有が認めらないのか（認められれば横領罪となる） 
 
 「預金の占有」を認めるためには、預金を支配しうる事実上の可能性だけでは足りず、

正当な払戻し権限が認められることが必要だから。 
 なぜなら、「預金の占有」を認める意義は、払戻請求に対する銀行の要保護利益の有無に

あり、窃取された通帳だと知っていれば銀行は通常払い戻さないから、預金の占有者はあ

くまで金融機関にある。 
 
５、誤振込（パターン３）の処理 

 

（１）ケース 

例１）ＸはＡの口座に１００万円を振り込もうとしたが、誤ってＢの口座に振り込んでし

まった。Ｂは、誤振込であることを知りつつ、１００万円を窓口で引き出した。 
→Ｂに詐欺罪が成立するか。それとも占有離脱物横領罪が成立するに過ぎないか。預金の

占有が金融機関にあるのか、Ｂにあるのか問題となる。 
 
（２）最判平成８年４月２６日民集５０巻５号１２６７頁の存在 

・振込依頼人から受取人の銀行の普通預金口座に振込みがあったときは、振込依頼人と受

取人との間に振込みの原因となる法律関係が存在するか否かにかかわらず、受取人と銀

行との間との間に振込金額相当の普通預金契約が成立し、受取人が銀行に対して右金額

相当の普通預金債権を取得するものと解するのが相当 
・振込依頼人と受取人との間に振込の原因となる法律関係が存在しないにもかかわらず、

振込によって受取人が振込金額相当の預金債権を取得したときは、振込依頼人は、受取

人に対し、右同額の不当利得返還請求権を有することがあるにとどまり、右預金債権の

譲渡を妨げる権利を取得するわけではない 
 
→誤振込の場合も、受取人が銀行に対し預金債権を有する以上、詐欺罪は成立しないので

はないか？ 
 
（３）最判平成１５年３月１２日刑集５７巻３号３２２頁 

・本件において、振込依頼人と受取人である被告人との間に振込の原因となる法律関係は

存在しないが、このような振込であっても、受取人である被告人と振込先の銀行との間に
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振込金額相当の普通預金契約が成立し、被告人は、銀行に対し、上記金額相当の普通預金

契約が成立し、被告人は、銀行に対し、上記金額相当の普通預金債権を取得する 
・しかし、他方…銀行実務では、振込先の口座を誤って振り込み依頼をした振込依頼人か

らの申出があれば、受取人の預金口座への入金処理が完了している場合であっても、受取

人の承諾を得て振込依頼前の状態に戻す、組戻しという手続が執られている。また、受取

人から誤った振込がある旨の指摘があった場合にも、自行の入金処理に誤りがなかったか

を確認する一方、振込依頼先の銀行及び同銀行を通じて振込依頼人に対し、当該振込みの

過誤の有無に関する照会を行うなどの措置が講じられている。 
・これらの措置は…安全な振込送金制度を維持するために有益なものである上…社会的に

も有意義なものである。 
・したがって、銀行にとって、払戻請求を受けた預金が誤った振込みによるものか否かは、

直ちにその支払いに応ずるか否かを決する上で重要な事柄である 
・これを受取人の立場から見れば、受取人においても、銀行との間で普通預金契約取引契

約に基づき継続的な預金取引を行っている者として、自己の口座に誤った振込みがあるこ

とを知った場合には、銀行に上記の措置を講じさせるため、誤った振込みがあった旨を銀

行に告知すべき信義則上の義務がある 
・そうすると、誤った振込みがあることを知った受取人が、その情を秘して預金の払戻し

を請求することは、詐欺罪の欺罔行為に当たり、また、誤った振込みの有無に関する錯誤

は同罪の錯誤に当たり、… 
 
 このように、判例は、組み戻しの手続きが用意されていることから、誤振込であるか否

かは銀行にとって重要な事柄であることを論証し、その上で、受取人に誤振込であるか否

かの信義則上の告知義務を認め、その結果不作為による欺罔行為と銀行の錯誤を認めてい

る。 
 
（４）預金の占有との関係 

 上記最高裁判例は、銀行に預金の占有を認めている。 
 
では、民事判例との整合性は？ 

 
 一つは、刑法の独自性を強調する方向。 
 もう一つは、銀行は、組み戻しを行う関係から、誤振込か否かの調査・確認の機会を与

えるという制約を払戻権限に付しており、その限度で即座に支払に応じない利益を認め、

この点について秘したことを欺罔と解する。 



― Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ ― 
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